
COVID-19とジェンダー平等
〜民間セクターができること〜1 

現状
COVID-19は、世界の経済と保健医療システムに
未だかつてない深刻な影響をもたらしています。
その中で、女性と少女が直面する不平等、多面的
かつ交差的な差別が可視化され、拡大して 
います。労働市場への打撃は、社会経済的な 
危機を引き起こしています。特に、不安定な 
インフォーマル・セクターや非必須セクターに
従事する女性たちの雇用と生計への影響は 
計り知れません。

多くの企業が、COVID-19危機に対処するために
動き出し、情報、物資、設備、人員を供給して 
います。また、リモートワークなどの柔軟な働き方
の導入や、病気休暇や病欠の有給扱いといった
対応を通じて従業員の収入を保障し、最前線で
働く人たちに対しては緊急の保育サービスを 
提供しています。2 この不確実性の高い時期
に、社員が安定的に収入を得られるように、自ら
の報酬を返上するCEOや経営陣もいます。こうした
措置は、自社の社員の保護にとどまらず、   
COVID-19の感染拡大の防止、ひいては保健医療
システム全体への貢献に繋がっています。

観光業やホスピタリティ関連のサービス業などの
非必須セクターでは、経営危機に直面している
企業もあり、一時解雇や賃金カットを余儀なく 
される労働者も出てきました。欧州連合（EU）で
は、女性労働者の25%が不安定な雇用に就いて
います。3 2020年4月3日時点で、米国の失業率は
13%になりました。失業者数は、3月中旬から850
万人も増加しています。4 世界中の多くの世帯
が、必要最低限の生活物資を購入できない、家賃
や光熱費を支払えないような状況に陥っています。

このパンデミックを乗り越えるには、迅速かつ 
協調的な、人間を中心に据えた、ジェンダー視点
のある対応策が必要です。政府、民間企業、労働者
の代表、一人一人の個人が、結束して、生活 
への影響を最小限に食い止めなければなりません。
そのためには、女性や少女がどのようなリスクや
脆弱性にさらされているのかをジェンダー視点
から明らかにし、具体的な対応策を実行する 
必要があります。

この危機的状況において、民間セクターは、持って
いる力、影響力、資源を活用して、従業員の権利
と身体的・精神的なウェルビーイングを守る 
責任、長期的なビジネスの回復を確実にする 
責任を担っています。また、サプライチェーンや
顧客基盤の女性たちのニーズの把握と対応に 
おいても果たしうる役割があります。グローバル
なサプライチェーンの崩壊は、COVID-19の収束
後にすべての人の生活に大きな影響をもたらし
かねません。女性起業家・経営者が事業を継続
できるよう支援することは、COVID-19後の円滑な
社会・経済活動にも不可欠な取組みと言えるのです。
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「COVID-19は、人々の健康だけではなく、　
私たちの社会や経済に深刻な打撃をもたらします。
多くの女性たちが、感染者や患者をはじめ、 
あらゆる人たちへのケアワークに従事して 
います。最前線での対応者として、医療従事者と
して、地域のボランティアとして、輸送・物流の管理者
として、科学者として、女性たちは毎日、この危機
を乗り越えるために多大な貢献をしているのです。」5



雇用者であり、経済成長のエンジンである民間 
セクターは、COVID-19の影響の緩和だけでなく、
感染拡大の防止においても重要な役割を担って
います。民間セクターによる、迅速かつ的を 
絞ったアクションは、従業員の健康上のリスク 
だけではなく、経済全体への負の影響をも軽減
します。COVID-19は、グローバル経済に、短期的、
長期的なインパクトをもたらすでしょう。6 既に 
始まっている一時解雇によるダメージは、 
現時点では流行の震源地になっていない国も 
含め、グローバルなサプライチェーンにおいて、
今後数ヶ月から数年にわたって続くことが予想 
されます。

知っていましたか？
COVID-19は、女性に複合的な影響を及ぼします。

•	 賃金格差と不安定な雇用：平常時の男女間
の賃金格差の負の影響が大きく出現する。 
女性の方が低収入であり、預貯金も少ない。
不安定な雇用に就いている、もしくは貧困に
近い状態にある7  

•	 バリューチェーン：女性は、農業従事者と 
して、労働者として、加工業者として、起業家
として、バイヤーとして、サービス提供者として、
従業員として、重要な役割を占めている。 
グローバルバリューチェーンの崩壊は、女性
たちに大きな影響を及ぼす

•	 医療現場：多くの女性たちが、ヘルスケア 
ワーカーとして医療現場の最前線に立ち、 
感染リスクにさらされながら、長時間働いて
いる。しかしながら、彼女たちの仕事は、往々
にして過小評価され、低賃金である

•	 女性の健康：これまでの分析では、COVID-19
による死者数は男性の方が多いとされる。 
今後、限られた医療資源がCOVID-19対策に
振り向けられ、産婦人科や周産期医療などの
女性のための保健医療サービスが後回しに
されるようになると、女性の健康に負の影響
が出ることが予測される8

•	 ケアワーク：平常時から、家庭や社会がいかに
女性による過重負担に頼ってきたのかが浮き
彫りになっている。学校や保育園の閉鎖に 
より、女性による家庭内での無償ケア労働の
負担が増大している。また、保育園、介護 
施設、医療施設の職員の多くは女性である。
多くの世帯を日常的に支えている有償ケア 
労働の担い手は、ソーシャル・ディスタンスを
実行できない状況にある

•	 非必須セクター：女性経営者や女性労働者
の多くは、サービス業に代表される非必須 
セクターに従事している。非必須セクター 
への経済的ダメージは、特に女性経営者 
や女性労働者に深刻な影響をもたらす。この
セクターは、リモートワークやテレワークが 
できない業種・職種が多いこともあり、多く
の女性経営者や労働者が生計手段を失う 
可能性がある

世界のサービス業の従事者の55.8%が女性 
です。G7諸国に限ると、その割合は約88% 
です。リモートワークで対応できない仕事が 
多いので、働き続けるためには出勤しなければ 
なりません。そのためには保育や介護サービスが
必要なのです。9

•	 女性に対する暴力：COVID-19による経済的・
社会的ストレスの増大と、移動制限やソーシャル
ディスタンス政策により、ジェンダーに 
起因する暴力が指数関数的に増加している10  

•	 ドメスティック・バイオレンス：隔離とソーシャル・
ディスタンスは、DVと虐待のリスクを高める。
暴力を受けている女性たちは、長時間に 
わたって虐待者と同じ空間にいることを余儀
なくされる家から出られず、DV相談ホット 
ラインに電話することも難しくなる11 

•	 移動手段：出勤、家族や親戚のケア、食料品
の買い出しの際の移動手段として、女性は 
男性よりも公共交通機関を利用する傾向が
あり、COVID-19の感染リスクが高まっている



行動の呼びかけ
女性のエンパワーメント原則（WEPs）は、民間
企業が「職場」「市場（サプライチェーン等）」 
「コミュニティ」でジェンダー平等と女性の 
エンパワーメントを推進するために必要な取組み
を７つの原則として集約した指針です。この激動
と不確実性の時代に、最も影響を受けやすい人々
を守るために、企業が具体的に取り組めること 
を示した指針ともいえるでしょう。WEPsは、国際
労働基準と国際人権基準を土台とし、ジェンダー
平等と女性のエンパワーメントの推進が企業に
とっては利害に直結するものであり、責任でも 
あるという認識に基づいて策定されました。

民間企業は、国や自治体からの要請や指示に 
加え、アントニオ・グテーレス国連事務総長が 
提示した３つの分野横断的優先事項を検討する
ことが期待されます。12

1.	すべてのCOVID-19対応における計画策定と
意思決定に女性が平等に参画できるようにする

2.	有償・無償のケア労働の問題に注目し、取組む
ことによって、ジェンダー平等に向けた変革的
な変化を推進する

3.	COVID-19の社会経済的影響に対処するため
のすべての対応策において、女性と少女の 
ニーズに特化した取組みを行う

これらの分野横断的な優先事項は、WEPsの枠組み
における取組みを含むあらゆるCOVID-19の 
対応策の一部として位置付けられることが期待
されます。また、従業員、グローバルなサプライ 
チェーンの女性起業家・経営者、消費者、さらには
地元コミュニティの女性と少女を念頭に置いて
策定し、実施することが求められます。COVID-19の 
危機の最中も収束後も、誰一人取り残さないように
するために必要な措置です。

•	 COVID-19に関する方針や危機対応策を、 
社内外のステークホルダーの意見を踏まえた、
ジェンダー視点のある、インクルーシブな 
ものにする

•	 対応策を効果的かつ持続的なものにする 
ために、政府、従業員・社員の代表との協議
が欠かせない。そうした協議における女性の
参画を確保する

•	 COVID-19の危機的状況下においても、ジェンダー
平等推進に取り組むという意思をCEOや 
経営陣が表明する

•	 危機管理タスクフォースや対応担当チームに
おけるダイバーシティを確保し、女性と男性
が意思決定に参画できるようにする

•	 COVID-19の状況に関する正確な情報や 
アドバイスを社員に定期的に提供するための
コミュニケーション・チャンネルを確立する

•	 社内のITやコミュニケーション・インフラを
補強し、リモートワークの環境整備・規模の
拡大を進める

•	 COVID-19の女性への影響への問題意識を 
広く共有し、他の企業にもWEPsに署名する 
ことを促す

リーダーシップ

職場
•	 家庭内でケア責任（育児、介護など）を担う

従業員のニーズに対応する。子育て中の従業員
のためのフレキシブルな就業時間の設定 
などを通じ、特にひとり親や障害を持つ子ども
がいる従業員にも配慮した施策を実行する



•	 全ての従業員に対して、COVID-19の蔓延期 
及びその後も、全額支給で、柔軟な働き方を
採用する。短期雇用者、契約雇用者に 
対しては、少なくとも生活賃金相当を支払い、 
病欠や育児・介護休業、緊急時における有給  
休暇を利用できるようにする

•	 男性従業員に対し、家事、育児、高齢な 
家族、障害を持つ家族の世話など、家庭内で
のケアワークの責任を分担・共有するよう促す

•	 全ての従業員の身体的、精神的、感情的な
健康を考慮する。外出制限によって、DVのリスク
が高まることにも留意する。人事部などに 
DV被害にあっている従業員へのサポート 
担当者を決めておくことを検討する

•	 全ての従業員に対し、DV相談ホットライン、 
暴力サバイバーへの支援、産前産後のケア 
など、あらゆる公的支援サービスの情報を 
提供する

•	 ジェンダー・ステレオタイプ、固定的性別役割 
分担、差別、不平等、有害なマスキュリニティ
（男性らしさ）の解消に向けて、社内外の 
コミュニケーションを通じた積極的な対策を
講じる

市場（サプライチェーン等）

コミュニティ

透明性と報告•	 新たな地元のビジネス、特にCOVID-19の 
打撃を受けている女性経営者のビジネス、 
または、COVID-19への対応を支援している 
ビジネスを発掘し、積極的に製品やサービス
を購入する。ビジネスパートナーや従業員 
にもそのように働きかける

•	 女性起業家・経営者は男性に比べて、平常時
においても資本金の規模や担保の有無など資金
調達において不利な状況にある。COVID-19
の影響で経営や債務の支払いが困難になって
いる女性起業家が、あらゆる金融支援・融資
に平等にアクセスできるような措置をとる

•	 COVID-19対応の最前線で活動している小規模
の組織や個々の女性・男性への関心を喚起
し、ビジビリティの向上支援する

•	 女性団体やシェルターなど、困難を抱える 
女性（高齢者、暴力被害者、シングルマザー、
障害のある女性等）を支援している組織や 
団体に助成金等の資金を提供する

•	 個人防護具、食料、サービスの寄付や、家賃
や光熱費などの家計費の支払いの一時的な
猶予の提供などを通じて、地域住民の日常 
生活を支援する

•	 従業員の安全対策の一環として、仕事や生活上
どのような困難を抱えているか、健康状態は
どうか、DVのような問題に直面していないか
といった項目についてのアンケート調査を 
行う。可能な範囲でデータを公表し、公共的
な社会・経済政策の策定に貢献する13

•	 WEPsの取組みの一環として、ジェンダー視点 
に基づいたCOVID-19対応策を報告・情報 
共有する 
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